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第
７
回
地
域
人
権

問
題
全
国
研
究
集

会
の
記
念
講
演
は

俳
優
座
の
有
馬
理

恵
さ
ん
。
日
本
平
和
委
員
会

の
代
表
理
事
で
も
あ
る
。
差

別
と
戦
争
を
心
の
底
か
ら
憎

み
、
一
人
ひ
と
り
に
は
「
悪

魔
」
に
打
ち
勝
つ
「
天
使
」

の
気
持
ち
が
必
ず
存
在
す
る

と
い
う
確
信
に
も
と
づ
く
熱

演
は
参
加
者
に
深
い
共
感
を

与
え
た
▼
有
馬
さ
ん
は
、
夫

の
郡
山
総
一
郎
さ
ん
が
福
島

原
発
の
避
難
地
域
に
ま
で
分

け
入
り
撮
っ
て
き
た
現
場
の

写
真
も
提
供
。
被
曝
線
量
を

測
定
し
な
が
ら
、
事
実
を
あ

り
の
ま
ま
と
い
う
信
念
に
基

づ
く
報
道
の
一
端
で
あ
る
。

日
常
の
テ
レ
ビ
か
ら
で
は
想

像
で
き
な
い
被
災
地
、
原
発

避
難
地
の
現
状
を
映
し
出
し

た
▼
真
実
の
報
道
が
い
か
に

大
切
で
あ
る
か
、
こ
の
間
の

福
島
原
発
破
壊
の
内
実
と
対

応
で
よ
り
実
感
さ
せ
ら
れ

る
。「
原
発
は
危
険
極
ま
り

な
い
」
と
警
告
し
て
き
た
科

学
者
た
ち
の
声
を
無
視
し
て

き
た
マ
ス
コ
ミ
。
災
害
報
道

は
熱
心
だ
が
原
発
破
壊
の
原

因
探
求
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
の
一
方
で
自
衛
隊
員
に
密

着
取
材
。
感
情
を
誘
導
し
過

大
評
価
、
そ
し
て
本
来
の
自

衛
隊
の
役
割
か
ら
国
民
の
目

を
逸
ら
さ
せ
る
▼
原
発
ゼ
ロ

に
む
け
た
取
り
組
み
も
各
地

で
始
ま
っ
た
。
報
道
各
社
に

は
国
民
の
「
知
る
権
利
」
に

応
え
る
報
道
姿
勢
が
求
め
ら

れ
る
。 

（
Ｓ
）

　

主
催
者
挨
拶
で
丹
波
正
史

全
国
人
権
連
議
長
は
東
日
本

大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
や
貧
困
問
題
の
深
刻

さ
に
ふ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
価

値
観
を
大
転
換
さ
せ
、
地
域

社
会
で
人
権
が
確
立
す
る
た

め
に
、「
地
域
権
利
憲
章
」

を
組
織
の
総
意
で
ま
と
め
あ

げ
、
国
民
の
暮
ら
し
と
権
利

を
守
る
ル
ー
ル
あ
る
経
済
・

社
会
づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
北
條
哲
生
和
歌
山
県

実
行
委
員
長
は
、
３
・
11
の

大
震
災
と
原
発
事
故
は
日
本

の
歴
史
に
記
憶
さ
れ
る
年
に

な
り
、
本
研
究
集
会
の
テ
ー

マ｢

憲
法
を
暮
ら
し
に
活
か

し
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を｣

が
討
議
さ
れ
る
意
義
は
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
と
歓
迎

の
挨
拶
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
日
本
共

産
党
の
宮
本
岳
志
衆
議
院
議

差
別
と
戦
争
一
掃
を
熱
演

差
別
と
戦
争
一
掃
を
熱
演

有
馬　
有
馬　

高
２
の
差
別
体
験
で
人
生
観
変
わ
る

高
２
の
差
別
体
験
で
人
生
観
変
わ
る

堂
で
創
立
し
て
か
ら
90
周
年

に
当
た
る
記
念
の
年
。
全
国

人
権
連
は
地
元
の
人
権
連
京

都
府
連
に
開
催
を
打
診
、
同

府
連
が
承
諾
。
90
周
年
に
ふ

さ
わ
し
い
内
容
と
し
て
、
戦

前
の
全
国
水
平
社
運
動
か
ら

戦
後
の
部
落
解
放
全
国
委
員

会
、
部
落
解
放
同
盟
、
部
落

解
放
同
盟
正
常
化
連
、
全
国

部
落
解
放
運
動
連
合
会
、
全

国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
ま

で
の
運
動
を
歴
史
的
に
総
括

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

「
全
水
90
周
年
記
念
集
会
」

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
準
備

で
協
議
が
す
す
め
ら
れ
る
模

様
で
す
。

　

全
体
集
会
に
先
立
っ
て
地

元
「
清
姫
太
鼓
」
が
全
国
か

ら
の
参
加
者
を
歓
迎
す
る
演

奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

員
が
「
人
権
連
の
み
な
さ
ん

は
３
・
11
大
震
災
の
翌
日
に

対
策
本
部
を
設
置
、
被
災
地

救
援
で
義
援
金
を
募
り
被
災

地
自
治
体
に
送
付
。
原
発
災

害
で
脱
原
発
を
要
請
す
る
な

ど
の
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま

す
」
と
エ
ー
ル
。
開
催
地
白

浜
町
の
水
本
雄
三
町
長
は

「
白
浜
は
憲
法
を
暮
ら
し
に

活
か
す
行
政
。
パ
ン
ダ
と
南

方
熊
楠
の
町
。
事
実
を
瞳
の

オープニングは勇壮な清姫太鼓

　

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
と
和
歌
山
県
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
第
７
回
地
域
人
権
問
題
全
国
研
究
集

　

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
と
和
歌
山
県
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
第
７
回
地
域
人
権
問
題
全
国
研
究
集

会
が
６
月

会
が
６
月
2525
、
2626
の
両
日
、
和
歌
山
県
白
浜
町
で
全
国
か
ら
１
２
０
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
和

の
両
日
、
和
歌
山
県
白
浜
町
で
全
国
か
ら
１
２
０
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
和

歌
山
県
で
の
全
国
研
究
集
会
は
全
解
連
当
時
の
開
催
か
ら

歌
山
県
で
の
全
国
研
究
集
会
は
全
解
連
当
時
の
開
催
か
ら
1111
年
ぶ
り
で
す
。
１
日
目
の
全
体
集
会
の
記
念
講

年
ぶ
り
で
す
。
１
日
目
の
全
体
集
会
の
記
念
講

演
は
女
優
の
有
馬
理
恵
さ
ん
が
「
差
別
と
戦
争
を
な
く
す
た
め
に
」
と
題
し
て
一
人
芝
居
と
講
演
で
、
差
別

演
は
女
優
の
有
馬
理
恵
さ
ん
が
「
差
別
と
戦
争
を
な
く
す
た
め
に
」
と
題
し
て
一
人
芝
居
と
講
演
で
、
差
別

へ
の
怒
り
と
人
権
の
尊
さ
、
平
和
を
語
り
ま
し
た
。

へ
の
怒
り
と
人
権
の
尊
さ
、
平
和
を
語
り
ま
し
た
。

ご
と
く
大
事
に
す
る
町
」
と

ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
に
歓
迎

あ
い
さ
つ
。（
来
賓
名
は
別

途
紹
介
）

　

有
馬
理
恵
さ
ん
の
講
演
の

後
、
日
本
近
代
史
研
究
者
の

廣
畑
研
二
氏
が
「
知
ら
れ
ざ

る
水
平
運
動
史
、
水
平
の
行

者
来
須
七
郎
」
と
題
し
て
特

別
講
演
。
新
井
直
樹
人
権
連

事
務
局
長
が
基
調
報
告
の
な

か
で「
解
同
」が
今
年
３
月
の

新
綱
領
で「
差
別
糾
弾
闘
争
」

を
採
択
、
国
家
機
関
が
「
差

別
糾
弾
」
を
合
法
化
す
る

「
人
権
侵
害
救
済
機
関
設
置

法
」
の
動
き
に
警
戒
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。（
４
面
詳
細
）

来
年
は
京
都
開
催
で

来
年
は
京
都
開
催
で

第
８
回
記
念
集
会

第
８
回
記
念
集
会

　

来
年
２
０
１
２
年
は
全
国

水
平
社
が
京
都
・
岡
崎
公
会

る
こ
と
で
母
方
の
祖
父
を
許

す
境
地
に
な
っ
た
と
。

　

戦
争
の
ト
ー
ク
で
は
04
年

の
イ
ラ
ク
日
本
人
人
質
事
件

の
実
態
を
「
自
己
責
任
」
と

バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
た
家
族
の

目
線
で
語
り
か
け
、
付
和
雷

同
す
る
世
論
と
マ
ス
コ
ミ
の

在
り
方
を
批
判
。

　

さ
い
ご
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

日
本
軍
「
慰
安
婦
」
に
さ
せ

ら
れ
た
「
ロ
ラ
マ
シ
ン
物

語
」
を
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ー
ジ

で
演
じ
、
講
演
を
締
め
く
く

り
会
場
全
体
か
ら
拍
手
を
浴

び
ま
し
た
。 

（
３
面
詳
細
）

で
記
念
講
演
を
熱
演
。

　

思
春
期
の
多
感
な
時
期
に

母
方
の
祖
父
母
か
ら
の
「
差

別
」
に
怒
り
と
恐
怖
を
も

ち
、
芝
居
「
釈
迦
内
柩
唄
」

に
感
動
し
て
失
神
。
こ
の
高

校
時
の
体
験
で
人
生
観
が
変

わ
っ
た
と
有
馬
さ
ん
。

「
も
し
、
17
歳
の
と
き
『
釈

迦
内
柩
唄
』
に
出
逢
っ
て
な

か
っ
た
ら
、
私
は
一
生
、
差

別
に
対
す
る
怒
り
と
恐
怖
に

苛
ま
れ
生
き
て
い
た
と
思

う
」
と
語
り
、
芝
居
の
中
で

父
親
を
焼
く
娘
・
ふ
じ
子
を

演
じ
、
自
分
と
一
体
化
さ
せ

　

火
葬
場
労
働
の
目
線
で
社

会
の
差
別
構
造
を
描
く
水
上

勉
原
作
の
『
釈
迦
内
柩
唄
』

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
こ
れ
ま

で
全
国
で
４
４
７
回
演
じ
て

き
た
女
優
の
有
馬
理
恵
さ
ん

が
「
差
別
と
戦
争
を
な
く
す

た
め
に―

震
え
る
よ
う
な
怒

り
の
奥
底
に
す
が
る
よ
う
な

生
命
の
願
い
が
あ
っ
た
」
と

題
し
て
一
人
芝
居
と
ト
ー
ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　― 和歌山 ―　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　― 和歌山 ―

憲法を暮らしに活かし、住みよい地域社会に憲法を暮らしに活かし、住みよい地域社会に
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を
統
一
テ
ー
マ
に
、
地
域
人

権
確
立
を
め
ざ
す
運
動
の
一

翼
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
ま
ず
東
日
本
大
震
災

で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ

の
深
い
哀
悼
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

　

第
７
回
地
域
人
権
問
題
全

国
研
究
集
会
に
ご
参
加
の
み

な
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
し
ま

す
。
こ
の
集
会
は
、「
憲
法

を
暮
ら
し
に
活
か
し
、
貧
困

の
解
消
へ　

役
割
を
終
え
た

『
同
和
』
対
策
は
終
結
を
」

津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
の

う
え
に
、
福
島
原
発
事
故
の

被
害
が
く
わ
わ
り
、
そ
の
被

害
は
「
国
難
」
と
も
い
う
べ

き
戦
後
未
曽
有
の
規
模
に
達

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
一
日
も
早
く
脱
す
る
た

め
に
、
復
興
の
基
本
的
な
ス

タ
ン
ス
を
人
権
と
い
う
立
場

か
ら
構
築
し
、
住
民
合
意
と

民
主
主
義
を
貫
く
こ
と
、
そ

の
た
め
に
も
「
生
活
再
建
と

地
域
社
会
の
再
建
こ
そ
、
復

興
の
土
台
」
と
位
置
づ
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

原
発
事
故
の
収
束
に
総
力
を

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
議
長　

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
議
長　

丹
波　

正
史

丹
波　

正
史

主
催
者
あ
い
さ
つ

主
催
者
あ
い
さ
つ

す
。
ま
た
、
被

災
者
救
援
の
た

め
に
全
力
を
あ

げ
て
い
る
多
く

の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
の
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

巨
大
地
震
と

あ
げ
る
と
と
も
に
、
原
発
問

題
で
の
国
民
的
な
合
意
形
成

を
図
る
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
、
国
民
の
暮
ら
し
と
権
利

を
守
る
「
ル
ー
ル
あ
る
経
済

社
会
」
を
め
ざ
す
運
動
を
大

き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
「
国
難
」
と
も

い
え
る
状
況
を
国
民
的
な
力

で
克
服
し
て
い
く
と
と
も

に
、
地
域
社
会
で
人
権
が
確

立
す
る
た
め
に
、「
地
域
権

利
憲
章
」
を
組
織
の
総
意
で

ま
と
め
あ
げ
、
こ
れ
を
バ
ネ

に
し
て
地
域
住
民
運
動
の
本

格
的
な
前
進
を
図
ら
な
け
れ

た
方
々
へ
の
心
か
ら
の
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

　

私
た
ち
は
全
国
の
皆
さ
ん

を
迎
え
、
本
集
会
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
第
１
回
現
地
実

行
委
員
会
を
、
２
月
26
日
に

開
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
あ

の
３
月
11
日
に
地
震
・
津
波

・
原
発
事
故
と
い
う
戦
後
未

曾
有
の
災
害
が
起
こ
り
ま
し

　

全
国
各
地
か
ら
第
７
回
地

域
人
権
問
題
全
国
研
究
集
会

に
参
加
の
皆
さ
ん
、
和
歌
山

に
よ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
現
地
実
行
委
員

会
を
代
表
し
て
心
よ
り
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
東
日
本
大
震
災
で
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
深

い
哀
悼
と
と
も
に
被
災
さ
れ

い
、
生
活
を
失
な
い
ま
し

た
。
フ
ク
シ
マ
で
は
原
発
が

停
止
す
る
ど
こ
ろ
か
避
難
す

る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
災
害
で
被
災
地
だ
け

で
な
く
私
た
ち
も
生
き
る
と

は
、
家
族
と
は
な
ん
だ
ろ

う
。
働
く
と
は
、
生
活
す
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
国

と
は
、
国
民
を
守
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
。
と
様

々
な
こ
と
を
自
分
に
問
い
直

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
す
べ
て
を
失
い
、
生
存

そ
の
も
の
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
被
災
地
が
一
日
も
早
く
、

安
心
と
希
望
が
も
て
る
生
活

を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
、
そ

第
７
回
地
域
人
権
問
題
全
国
研
究
集
会
和
歌
山
県
実
行
委
員
長　

第
７
回
地
域
人
権
問
題
全
国
研
究
集
会
和
歌
山
県
実
行
委
員
長　

北
條　

哲
生

北
條　

哲
生

主
催
者
あ
い
さ
つ

主
催
者
あ
い
さ
つ

た
。
想
像
を
絶

す
る
光
景
に
日

本
中
が
言
葉
を

失
い
ま
し
た
。

震
災
で
人
々
は

家
族
や
知
人
を

失
い
、
家
と
働

く
場
所
を
失

れ
が
国
民
み
ん
な
の
願
い
で

す
。

　

破
壊
さ
れ
た
生
活
基
盤
を

回
復
し
、
自
立
し
た
再
出
発

を
可
能
に
す
る
こ
と
は
国
民

の
権
利
で
す
。
憲
法
で
は
、

25
条
で
国
民
の
生
存
権
が
、

13
条
で
国
民
の
幸
福
追
求
権

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
前

文
で
は
、「
恐
怖
」
や
「
欠

乏
」
か
ら
免
れ
る
権
利
、
す

べ
て
の
人
が
安
心
し
て
平
和

に
暮
ら
す
権
利
が
謳
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
憲
法
の
原
点
に

立
ち
返
っ
て
国
民
・
住
民
の

生
存
権
を
い
か
に
確
保
・
確

立
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
日
本
は
少
子
高
齢
社

会
の
到
来
の
も
と
で
、
人
類

が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社

会
構
造
の
激
変
に
直
面
し
、

こ
の
中
で
貧
困
問
題
の
深
刻

化
、
人
口
の
減
少
、
単
身
世

帯
の
大
急
増
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
人
権
問
題
の
あ
ら
わ
れ

方
と
異
な
っ
た
新
た
な
人
権

問
題
が
社
会
的
に
噴
出
し
、

こ
れ
に
社
会
運
動
が
大
き
な

担
い
手
と
な
る
必
然
性
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。
私
達
が
部

落
解
放
運
動
か
ら
地
域
人
権

運
動
へ
発
展
さ
せ
た
中
で
蓄

積
さ
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
と
実
績
を
深
く
分
析

し
、
こ
こ
か
ら
地
域
人
権
運

動
の
今
後
の
発
展
方
向
を
明

の
が
、
政
治
と
行
政
の
役
割

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
復

興
に
も
地
方
自
治
・
国
民
主

権
・
民
主
主
義
が
原
則
で
、

そ
の
一
番
の
力
と
な
る
の
が

日
本
国
憲
法
で
あ
り
、
そ
の

力
を
引
き
出
す
の
が
国
民
の

た
た
か
い
で
す
。

　

日
本
の
歴
史
に
記
憶
さ
れ

る
年
に
、
ま
さ
に
本
研
究
集

会
の
テ
ー
マ
「
憲
法
を
暮
ら

し
に
活
か
し
、
住
み
よ
い
地

域
社
会
に
」
が
討
議
さ
れ
る

意
義
は
大
き
い
と
考
え
ま

す
。

　

本
研
究
集
会
が
全
国
各
地

の
経
験
か
ら
学
び
合
い
、
運

動
が
広
が
る
こ
と
を
祈
っ
て

歓
迎
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

確
に
打
ち
出
し
て
い
く
時
期

に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

本
集
会
は
、
大
震
災
と
原

発
事
故
と
い
う
未
曾
有
の
危

機
に
あ
る
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
価
値
観
を
大
き
く
転
換
さ

せ
、
国
民
が
主
人
公
の
社
会

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
社
会
構
造
の

激
変
に
直
面
し
て
い
る
地
域

社
会
と
家
族
の
あ
り
方
に
建

設
的
な
方
向
性
を
打
ち
出
す

こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
集
会
成
功
の
た
め
に

絶
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
和
歌
山
県
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
、
こ
の
二
日
間
有
益
な

学
習
と
交
流
の
場
に
な
る
も

の
と
確
信
し
ま
す
。和

歌
山
県
知
事
代
理　

企
画
部
長　

和
歌
山
県
知
事
代
理　

企
画
部
長　

柏
原　

康
文

柏
原　

康
文

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
21
世

紀
を
「
人
権
の
世
紀
」
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
た
め

の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、

児
童
及
び
高
齢
者
へ
の
虐
待

や
女
性
へ
の
暴
力
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
な

ど
、
よ
り
対
応
の
強
化
が
求

め
ら
れ
る
問
題
に
加
え
、
職

場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
新
た
な
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
で
は
こ
の
よ
う

な
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、「
和
歌
山
県
人
権
尊

重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」
並

び
に｢

和
歌
山
県
人
権
施
策

基
本
方
針｣

に
基
づ
き
、

国
、
市
町
村
、
企
業
、
団
体

等
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
、「
和
歌
山
県
に
住
み
、

働
き
、
集
い
、
学
び
、
活
動

す
る
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
総
合
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
参
加
の
皆
様
に
は
、
研

究
報
告
や
討
論
を
通
じ
て
見

識
や
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
人
権
問
題
の

解
決
と
人
権
尊
重
の
社
会
づ

く
り
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
や
職
場
な
ど
で
大
い

に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本

研
究
集
会
の
開
催
に
あ
た
り

関
係
の
方
々
の
多
大
な
る
ご

尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
ご
参
加
の
皆
様

方
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
７
回
地
域
人
権
問
題
全

国
研
究
集
会
が
、
こ
こ
白
浜

町
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
全
国

各
地
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ

い
た
皆
様
方
を
心
よ
り
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
参
加
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

か
ら
人
権
問
題
の
解
決
と
人

権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
に
向

け
て
、
日
々
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
21
世
紀
は
、
戦
争

と
い
う
最
大
の
人
権
侵
害
が

繰
り
返
さ
れ
た
20
世
紀
へ
の

反
省
を
込
め
て
「
人
権
の
世

紀
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言
の
「
す
べ
て

の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、

尊
厳
と
権
利
と

に
つ
い
て
平
等

で
あ
る
」
と
い

う
理
念
の
も

と
、
国
に
お
い

て
は
人
権
に
係

る
法
律
の
整
備

や
様
々
な
施
策

ごあいさつを頂いた来賓の方々
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